
 

６月８日（水），枕崎市市民会館において各市文化財保護審議会
委員等４１人が出席し開催されました。午前中は，枕崎市文化財保
護審議会会長の山崎盛隆氏による枕崎市の文化財紹介や南九州市
文化財課の上田耕氏による事例発表を行いました。その後の研究協
議では，文化財を生かした地域づくりや学校教育や地域活動への文
化財の活用等について活発な意見交換が行われました。 

午後は，県教育庁文化財課文 
化財係による指定の方法等につ 
いての講話と枕崎市の文化財の 
研修視察を行いました。研修視 
察は,「枕崎の太陽神と立石信 
仰について」というテーマで， 
７ヵ所の神社等を視察しました。 
この研修会を通して，文化財に 
対する意識の高揚や啓発を図る 
ことができ，有意義な研修にな 
りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区文化財保護審議会委員研修会 

地区「家庭学習６ ０ ・９ ０ 運動」のアンケート結果より
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南地区では，学校・家庭が一体となった「家庭学習６０・９０運動」

に取り組んでいます。本年度は，「家庭学習３０分未満１０％以下」を目

標に学校教育と社会教育が連携して取り組みました。 

調査期間：平成２３年１１月２８日～１２月２日   

調査対象：地区内小学６年生 １,１９１人 中学１年生 １,１８２人 

調査方法：質問紙法  ※ 県データ：平成２２年度全国学力・学習状況調査から

 

 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

※ 平日（月～金）の「３０分未満・ほとんどしない」の割合は，小・中

学生ともに県平均よりよい結果である。土・日は，小学生は県とほぼ同

じ傾向であるが，中学生の学習時間が県平均より少ない。今後も「家庭

学習資料（Ｈ２４年１月）」等を活用して，家庭学習の習慣化に努め，

学校・家庭・地域が一体となった取組が望まれる。  
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「山神神社」の視察 


